
～ハンドサインでストップ運動とは～
信号機のない横断歩道において、歩行者とドライバーがハンドサインにより、

歩行者保護のための意思疎通をはかる横断方法を実践することで、歩行者被害

の重大事故防止を目的とした運動となります。

【ドライバーのみなさんへ】
横断歩道に横断歩行者や横断しようとする歩行者がいる場合は必ず横断歩道手前で

停止し、停止後は、歩行者に「お先にどうぞ」と手で合図しましょう。

【歩行者のみなさんへ】
道路を横断するときは、付近の横断歩道を利用し、 横断歩道を渡るときは、手を

あげるなどしてドライバーに横断する意思を伝えましょう。

横断歩道手前で車両が停止したときは、ドライバーと目を合わせ、会釈するなど感謝

の気持ちを伝えましょう。

右記ＱＲコードからＹｏｕＴｕｂｅ
（北海道警察公式チャンネル）
広報大使「滝谷美夢」さんによる
「ハンドサインでストップ運動」広報動画
が視聴可能です！
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